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『�放射線診断専門医が画像を通じて現代のあらゆる医療を
支えています』

昨今、画像診断を取り巻く環境は大きく変化し、医療におけるその重要性
は拡大しています。CT、MRIなどの撮像機器、モニターなど診断機器の
進歩により、私が研修医の頃とは比べものにならないくらいに迅速かつ正
確な病気の診断が行えるようになっています。画像診断は診療における診
断法の一つですが、客観的な診断法として健康診断、精密検査、術前・
術後とあらゆる診療科で用いられ、現代の医療においてその役割は増加し
ています。現在、画像診断の分野で中心的な役割を果たしているCTでは
多列検出器の開発により高速撮像が可能となるとともに、画質も格段に向
上しています。頭の先から足の先まで全身臓器をわずか 10秒程度で撮像
できるようになったうえに、数mm程度の病変を描出することが可能となっ
ています。また、画像処理機器も進歩し、あらゆる方向から瞬時に観察す
ることが可能です（図 1）。MRIでも 3Tなどより高磁場の機器が一般的に
使用されるようになり、CTと同様に高速化、高分解能化も進み、より精
密な検査が可能となっています（図 2）。診療・治療も大きく変化し、より
専門的に細分化されています。医療の第一歩は正確な診断であることは言
うまでもありませんが、診断が変われば、治療も変わります。現代の医療
では各領域における専門的な知識が必要となる一方、全身状態を把握する
幅広い知識も必要となっています。様々な目的で撮像される画像に想定外
の病気が描出されることも少なくありません。更に、今やあらゆる医療の
分野で効率化、正確性を目指して人工知能（Artificial Intelligence）の導入
も鋭意に進められています。こうした状況のなか、専門的なトレーニング
を受けた放射線診断専門医が検査指示から画像確認まで携わり、ときに
は画像解析を加えて各診療科に画像診断報告書を作成することは現代の
複雑化した医療のなかではもはや必要不可欠となっています。放射線診断
医は画像診断を担うと同時に、ときには診療の相談役、診療科間の潤滑
油としての役目も果たし、安全かつ正確、効率の良い医療に役立っています。

佐倉病院の取り組み

最新鋭の撮像機器、診断機器が開発、導入されてもその使用法が不十分
では無用の長物となってしまいます。佐倉病院では画像診断を専門とする
放射線診断専門医が中心となり、撮像機器・画像データを専門的に管理す
る診療放射線技師、そして患者さんをサポートする看護師など様々な職種
が一つのチームとなって画像診断に取り組むことを目指しています。放射線
診断専門医が積極的に検査指示から画像確認に係わることで、迅速かつ
有益な画像診断報告書の作成が可能となり、緊急性の高い症例についても
安全かつ早急な対応が可能となります（図 3）。更に、常に新しい知見を取
り入れ、画像診断システムを見直し、患者さんにとって負担が少なく、情
報量の多い世界水準の画像診断の提供を目指しています。放射線科、中央
放射線部、看護部が一丸となり、各診療科、各医療機関と連携して、現
代の医療に日々取り組んでいます。

図1　70代女性。健診で右肺上葉陰影を指摘される。
右肺上葉（a）に 30mm程度の濃度上昇を認め、
炎症性変化、肺癌と鑑別を要するが、同検査
から再構成された矢状断像（b）では完全な腫瘤
として見え、肺癌が強く疑われる。造影剤を使
用し、3次元画像とすること（c）でより腫瘤として
確認でき、肺動脈（赤）、肺静脈（青）と肺癌（黄）と
の関係がわかる。

図 3　90代男性。腹痛。
腹部単純 CT（a）では腹部中央に巨大な腫瘤が
確認され、その右側優位に軽度の高吸収域が確
認される。即座に造影 CT（b）が施行され、巨
大な腫瘤の内部では強い造影効果が認められ
る。同時に作成された 3次元画像（c）では著明
に拡張し、蛇行する腹部大動脈瘤が描出されて
いる。腹部大動脈瘤の破裂と診断された。

図 2　30代女性。膝痛。
T2強調像（a）でははっきりしないが、thin-
slice（1mm）での脂肪抑制プロトン密度強調像
（b）では膝蓋大腿関節での大腿骨側関節軟骨
の信号が不均一となり、T2mapping（c）では
その不均一性がより明瞭に描出されている（矢
印）。関節軟骨の変性が進んでいることがより
早期から観察することができる。
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①紹介元医療機関よりお電話いただき、検査予約をお取りください。
　043-462-8811（代表）　MRI・CT：放射線科外来（内線 2281）、核医学：核医学検査室（内線 2455）
②当院所定の検査依頼書（紹介・診療情報提供書）に必要事項をご記入の上、1枚目を医療連携部門宛に
　FAX（043-461-2721）をお送りください。
③後ほど検査予約確認書を FAX致しますので、内容のご確認をお願い致します。
　※検査依頼書（紹介・診療情報提供書）のご請求は医療連携部門までご連絡ください。
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『オリジナルのファイルを使って皆様の健康を管理しています。』

東邦大学医療センター佐倉病院　糖尿病・内分泌・代謝内科

2018年 10月 1日発行
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※当院受診の際には、できる限り紹介状をご用意ください。
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患者さんに分かりやすい治療を心がけています。

【はじめに】糖尿病・内分泌・代謝内科では、糖尿病をはじめ高脂血
症や高尿酸血症を含めた代謝性疾患の診療を行っています。これら
の病気は長期にわたる治療が必要です。当院ではオリジナルのファイ
ルを使い、分かりやすい治療をしているのが特徴です。
糖尿病、高脂血症、高尿酸血症はいずれの病気も通常症状があり
ませんが、悪い状態のまま経過すると動脈硬化を起こします。また、
糖尿病は三大合併症と呼ばれる網膜症、腎症、神経障害を引き起こ
します。特に腎症は悪化すると人工透析が必要となりますが、現在
人工透析の原因として 1番多いのが糖尿病です。これらの病気は生
活習慣病と呼ばれ、患者さんの日頃の生活もよい治療を行うために
は重要になります。
糖尿病を含めた代謝性疾患は、医師だけではなく看護師、栄養士、
理学療法士など様々な職種が連携して治療を行うことが必要です。
そこで、当院では患者さんの状態や治療内容を医師、患者さんだけ
ではなく他の医療スタッフも共有できるように「ヘルスケアファイル」
というオリジナルのファイルを使って診療を行っています。
このヘルスケアファイルには、最初に患者さんの状態を把握するペー
ジがあり、その後の前半部分は通院ごとの体重、血液検査の結果や
治療内容を記載するページ、後半部分は患者さんが自宅で体重を測
定するページに分かれています。最初のページを見れば患者さんの
現状と問題点が分かります（図 1）。その後の通院ごとの記録のペー
ジを見れば、現在の状態と行われている治療が一目で分かります（図
2）。また、体重と血糖コントロールの指標であるHbA1c（ヘモグロ
ビンエーワンシー）はグラフで表記することによって視覚的に分かる

ようにしています。特に HbA1cは背景の色を信号の色に合わせて分
けており、今の HbA1cが安全域なのか危険域なのかを分かるよう
にしています。後半の体重記録のページは、代謝性疾患の治療にとっ
て重要な体重管理を日頃から患者さんに行ってもらい、それを医療
者が把握できるようになっています（図 3）。このファイルを使えば担
当医のみならず他の医療スタッフも患者さんの状況を把握でき、患者
さんだけでなくご家族にも状況が分かってもらえるようになります。
【おわりに】糖尿病に代表される代謝性疾患は、医療従事者のみなら
ず患者さんやご家族も含めた全員での治療が必要です。私たち糖尿
病・内分泌・代謝内科ではヘルスケアファイルというオリジナルのファ
イルを用い、皆様に分かりやすい医療を行っています。

図 1　患者の現状と問題点 図 3　自宅で測定した体重

図 2　治療経過と治療内容


